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1  はじめに

宮城県古川農業試験場は農林水産省の指定試

験地として,昭和 2年より水稲育種を実施して

いる。当場の育種日標は,寒冷地中部 (東北地

域中南部)向きの良質品種の育成である。この

年 次 町ヨ55   56

指 数

地帯は当場が育成した良質・良食味品種「ササ

ニシキ」が一大産地を形成している。しかし,

この地帯の太平洋猥lは気象変動が大きく,本県

の場合では過去10年のうち平年の作柄は 1回の

みで (表-1),豊凶の差が著しく良質米の安定

供給に大きな障害となり, 市場評価の低下を助

長させている。一方,米を取 り巻 く環境は生産

現場以外の場面での問題が顕在化 し,厳しさを

増している。すなわち,昭和40年代以降現在に

至るまでの過剰問題,そ lンて消費者及び外食産

業を合めた業界からの うまい米,安全な米,安

い米の供給の要望が一段と強まっている (図 ―

1)。 このような米をめぐる状況下で,当場で取

り組んでいる品種開発の うち消費者ニーズに対

応している育成系統等について報告する。

58    59 63   ,「 1

91 95   107   110 99   104

図-1 消費者の米に対する意識

食翻宇「食糧モニター調掏 (平成元年4月 )に よる。

表-1 最近の作況指数の推移 (宮城県稲作指導指針)

あること

31%
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2 うまい米志向に対応 した良質米系統

「東北 143号」の育成

現在のような食味重視の水稲品種の開発への

要望は米過剰時代を迎えてからである。食糧不

足の時代には多収技術及び多収品種の開発の研

究が主となっていた。しかし,昭和40年代以降

の米過剰に伴う消費者の良食味米志向の高まり

に対応して,食味に関する研究が活発に実施さ

れ,良食味の実態が解明されつつある
1'2,13,14)。

当場では,昭和55年以来,コ ガネヒカリ,サ トホ

ナミ,ハヤユタカ,チ ヨホナミの各品種を育成

しているが,現段階では食味等の市場評価はサ

サニシキを上回っていない。しかし,良食味米

志向の一段と強まった以降に育成したものの中

にはササニシキの食味を上回るものが多数あり,

その中で食味と栽培特性が優位なものとして,

ここでは「東北 143号Jを紹介する。

(1)来  歴

「東北 143号」は,「 コシヒカリJと「初星」

の交配組合せから育成された。この組合せの目

標は, コシヒカリの障害型耐冷性と良食味を持

った,中生の良質安定多収品種の育成であった。

交配は昭和57年 7月 に行い,以後食味と耐冷性

に重点を置いた選抜を行った。tla和 63年「東北

143号」と命名し,同年,奨励品種決定調査に

配布した。

(2)特性の概要

出穂期はササニシキ及び トヨニシキ並で,成

熱期はササニシキよりやや早 く, トヨニシキよ

りやや遅 く,育成地 (古りDでは中生の晩であ

る。

得長はササニシキよりやや短 く,穂長はササ

ニシキ並の中程度。穂数はササニシキよりやや

少なく, トヨニシキより多 く,草型は偏穂数型

である。耐倒伏性はササニンキよりやや強く,

やや弱である。収量はササニシキに優る。玄米

千粒重は,ササニシキよりやや大きい。玄米品

質はササニシキより優る。食味は極良でササ
ニ

シキを上回る (表 -2)。

耐
‐
Fl 耐病性

品 質 食 味     (い もち病)
伏 性  葉 穂

掛極＜ｇ＞

準

比

＞％

標

対

く

名

は
名

統

　

種

系

又

品

出穂期 成熱期 得 長 穂 長

(月 .日 )明 日)(側) (col)

穂 数 玄米重

"イ
)(kgた )

東北 143号

ササニシキ

トヨニシキ

8 13    9 29

8 13   10  3

8 13   9 27

815  182

84 1   18 2

83 3   18 2

484    52 4     99

548    47 7     90

448    53 1    100

212 上中

193 上下

20 8   Jヒ「ト

上上 やや弱 蘇 溺 中

上中  弱  や弱弓弱

中中 やや強  強 強

注.調査地 :宮城県古川農業試験場 調査年次 :昭和62年～平成元年 (標肥区)

いもち病真性抵抗性遺伝子型はP''と 推定

される。葉いもち抵抗性はやや弱,穂いもち抵

抗性は中である。自葉枯病抵抗性は,ササニシ

キと同程度のやや弱である。障害型耐冷性は ト

ドロキフセより強 く極強である (表-3)。 穂発

芽性は トドロキフセ並の難。
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表-3 耐冷性検定結果 (宮城県古川農業試験場)

系

又

品

統 名

は

名種

昭和62年 昭和63年 平成元年

総合半J定出穂期 不稔
(月 日)程度

出穂期 不稔
(月 日)程度

出穂期 不稔
(月 日)程度

東 北 143号

サ サ ニ シ キ

819  35 826

8 26

9  1

8 28

極 強

やや弱

基準

品種

トヨこシキ

トドロキフセ

8 20   100

819   45

8 24   8 0

824  37

831  73

830  33

やや弱

極 強

注 1)冷水処理は 7月初めから9月初めまで水深20cm,水温 19℃ の水を循環潅漑。
2)不稔程度は不稔歩合0から100%ま でを 1か ら10ま でのランクで表したもの。
3)mI冷性の判定は基準品種と比較。

(3)食  味                調査の食味評価でも同様の結果であった。

昭和62年新系統配布開始時の食味試験の結果    また,良食味米は低アミロース,低タンパク
では,宮城県産ササニシキはもちろん,新潟県,   でぁるとの報告があり7,8,11,15ち 当系統の自米
福井県産 コシヒカリにも優る結果が得 られた   のアミロース含量,タ ンパク質含量は,と もに
(表 -4)。 昭和63年及び平成元年の試験場職員   ササニシキより低く,良食1/1品種とlンての素質
以外の人による試食でも,ササニシキょり明ら   は,成分面からも裏付けられている (表-5)。
かに優る結果が得られた。各県の奨励品種決定

表-4 食味試験結果 表-5 自米成分分析結果

試 食

年 度

名
び
名

種
　
統

品
及
系

粘 り

総合

評価

昭和62

東 北 143号
コシヒカリ(福井)

コンヒカリ(新潟)

12

08

09

18

10

08

昭和63
サ サ ニ シ キ

東  北 143号

02

10

09

16

注_に)試食者は苦川農業試験場lJl員 10～ 20名。

●)基準 (0)は ヽヨニシキ。

名
び
名

種
　
統

品
及
系

出 穂 期

(月  日)

ア ミロース

含   量
(%)

タンパク質
合  量
(%)

東北 143号

ササニシキ

トヨニシキ

811

811

811

175

19 1

191

77

79

80

注 任)平成元年品種特性調査供試材料
(2)ア ミロース含量 :テクニコンオートアナライザー

0)′ ンパク質含量 :ニ レコ近赤外分光分析計
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(4)奨励品種決定調査の概況

昭II163年は岩手,官城,秋田,山形,福島の

東北 5県及び茨城,栃木,群馬,千葉の関東 4

県に配布した。この年は障害型冷害が発生し,

関東の早期栽培の「初星」等は大きな被害を受

けたが,「東北 143号 Jは冷害の被害が少なく多

収をあげ,耐冷性の強さを実証した。また,食

味でも高い評価を得た。

平成元年は21県 33試験地 (東北～九州)に配

布した。その結果, 1試験地が晩生のため打ち

切った以外は,極めて高い評価を得た。前年か

ら調査を実施していた県のうち, 6県が現地調

査を行った。収量や倒伏等では対照品種よりや

や劣る試験地もあったが,食味と耐冷性では明

らかに優っていた。

平成2年は23県 34試験地で実施され,東北,

関東,東海,中国,九州の13県で現地調査が行

われている。このうち東北 3県で特別増殖圃が

設置され,栽培試験も並行して行われ,奨励品

種採用への準備が進んでいる。

3 安全な米志向に対応 した系統「東北 IL

i-9号」の育成

宮城県ではいもち病は水f‐lの病害の中で,最

も被害が大きい
9)。
特に,い もち病圃場抵抗性

の弱いササニシキの作付割合が80%以上である

ことからその被害が大きく, しかも防除経費は

年間40億円とも50億円とも言われている。一方,

消費者の米に対する要望について見ると前掲の

図-1のアンケート結果が示すとおり,安全な

米への要望はうまい米に次いで31%の割合とな

っている。また,消費者の低農薬米志向を反映

した特別栽培米の流通は年々増カロしている (表

-6)。 このことは消費者の食品に対する安全性

への要望が非常に高まっているものと判断され

る。本県ではいもち病に対する防除回数が 5回

はどであることから,当場で開発したササニシ

キのいもち病真性抵抗性同質遺伝子系統は防除

回数をlttらすことができ,消費者の安全な米へ

の要望に応えうるものである。

表-6 特別栽培米の流通状況

流通実績 生産者数 消費者数

62年産

63年産

元年産

34t

649t

3,250t

26人 830人

411人   11.349人

1,666人   45,891人

注 元年産は平成2年 2月末現在で承認を受けたも
のである。

(1)い もち病抵抗性育種への取組み

当場では,従来より育成系統のいもち病圃場

抵抗性の選抜を,葉いもちは畑晩播法,穂いも

ちは晩植による現地選抜圃を設置し,行 ってき

た0しか lン,自然発病では真性抵抗性がP'α

(例 :サ サニシキ)及び+(例 :ササ ミノリ)

をもつ品種 1ンか発病せず, また,葉いもちにつ

いては,立地条件等から検定圃場の発病が低 く

不安定であった。更に,良食味だがいもち病圃

場抵抗性が中程度以下の品種系統を母本と lンた

場合が多かったことから,ササニシキ並の良食

味で, しかも, トヨニシキ以上の圃場抵抗性の

系統を育成することはできなかった。これらの

反省から,い もち病検定方法を改善すると共に ,

昭和 52年からササニシキの同質遺伝子系統 (ア

イツジニックライン)の育成に着手した。

(2)同質遺伝子系統「東北 lL l-9号」の育

成

「東Jヒ IL l-9号Jは,ササニシキのいもち

病真性抵抗性遺伝子の異なる同質遺伝子系統の
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育成を目標として,ハ ツニシキ(+),イナバフセ

(P''),フ クニシキ (P'2)等 を真性抵抗

性遺伝子源として,ササニシキを 6-9回 戻し

交配し選抜した系統で,真性抵抗性の推定遺伝

子型はそれぞれ,十,Pリ ーj,P'―た,P,々π,
P'-2,P'′ α,P'一 ′́2,P′ -2′,PJ― bであ

る (表-7)。 真性抵抗性,ササニシキとの同質

性による選抜と交配を繰 り返 した結果,形態 ,

形質ともに,ササニシキと同等の系統が選抜で

きたので,昭和61年に東北 IL l号 か ら9号ま

での番号を付 したものである。平成元年度から

官城県の奨励品種決定調査で検討している。

(3)東北 :L(1-9号 )系統の利用

東北 IL l-9号を利用する場合,交替栽培

系 統 名

と混合栽培の 2方法が考えられる
6,0な
交替栽培

は,場在自然分布するいもち病菌0ま勢丙しない

る統を栽培し,数鋼間して発病するようになった

ら,別の系統に交替し,その過程を繰り返す方

法で,理論上無農薬栽培が可能である。しかし,

この場合各年次における自然分布するいもち病

菌の的確な予測とそれに対応した計画的採種が

必要である。混合栽培は,同質遺伝子系統を数

系統混合栽培する方法である。この方法での被

害軽減の機構は①バリア効果②安定化選択③抵

抗性誘導であり,発病を低レベルに抑制するこ

とができ,交替栽培より実用的な方法であると

推定される。

推定真性抵抗性遺伝子型

+

P'一α,P′ ―′

P'一α,P′ ―々

P'一 α,P'― 力
″

P'一 α,P'一 ′

P′ ―ク,P'一 ′α

P′ ―α,P'一 ′α2

P'一α,P′ -2′

P'一´,P′ ―わ

P′ ―́

ものであった。当場では従来の梗米や襦米の形

質にない新用途向きの形質 (香 り,色素)を持

つ米を開発した。

(:)香 り 米

香り米は普通の米に混ぜて炊飯すると,新米

のような香りがするため,農家で祭りの時に使

用したり,贈答用に珍重されていたものであ

合組

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

東北 IL l号

東北 IL 2号

東北 IL 3号

東北 IL4号

東北 IL 5号

東北 IL 6号

東北 IL 7号

東 北 IL 8号

東北 IL 9号

サ サ ニシキ

ササユシキ*7/ハツニシキ
ササニシキ*7/イ ナパフセ
ササこシキ*6/曲系 780
ササニシキ*6/ツ ユアケ
ササニシキ*6/フ クニシキ
ササニシキ*9/曲系 808
ササユシキ*7/由系 737
ササニシキ*6/76F6~88
ササニシキ*7/曲系 872

4 食品の多様化に対応 した香 り米 ,有色
米の開発

一次産品の過剰は加工による用途拡大に向け

られ,それに伴う加工技術の革新が進教,各地

で特産品が産出されている。現在,米過剰対策

として各種の需要拡大方策が取られているが,

それらは原材料の利用 (加工等)を主体とした

表-7 東北 IL l-9号の真性抵抗性遺伝子型

-21-



る3,4)。 世界的に有名な香り米としてインドやパ

キスタンで栽培されているバスマティがある。ヽ

当場では,多収性があり,短梓で倒伏に強い香

り米の育成を目標として,宮城県在来の香り米

の改良育種に取り組んだのは昭和47年であり,

その後,国外の香り米を導入 lンた育種にも取り

組んだ。

1)みやかおりの育成

官城県では「岩賀Jと いう香り米の在来種が

あったが,I・7長祥で倒れ易く,非常に栽培 1ンに

くく,収量は普通品種の半分程度であった。こ

表-8 特性の概要 (交配組合 :岩賀/奥羽 282号 ,

の岩賀に短得で強得の′ヽヤヒカリを交配 lンて耐

倒伏性を向上させ,育成 したのが「みやかお

りJ10)で ,普通品種の90%程度まで収量が上が

るようになった。

特性の概要

出穂期はササ ミノリより2日程早 く,成熟期

は同程度で,育成地では中生の早である。得長

はササ ミ′りより短 く,穂長は長 く,草型は中

間型である。亡の多少は岩賀ななの甚である

(表 -8)。

ハヤヒカリ)

米
重
＞

玄
髄
＜ｇ
時畑∽

名
は
名

統
　
種

系
又
品

出穂期 成熱期

(月 .日 ) (月 日)

得 長 穂 長

(cm) (cI)

穂 数 玄米重

休/0(kg/a)

いもち病 醐到
品質 抵 抗 性   耐冷性
葉 穂 伏性

みやかおり

ササミノリ

8 07   9 26

8 09   9 25

80 1   19 1

84 2  18 2

426    41 9

462    45 1

215 下 L 'い や強

216 中上 強 や強

93

100

弱
　
弱

や

　

や

や

　

や

2)東北 144号の育成

香り米みやかおりの多収化をめざし,みやか

おりに安定多収品種のコガネヒカリを2回交配

し「東北 1“ 号」を育成した。この系統は55電

/a程度の収量があり,みやかおりより更に多

収■ 普通品種と比較しても劣らない多収系統

である。昭和63年度から奨励品種決定調査に配

布してきたものであり,試作成績の良かった官

城県で平成 2年度の新品種候補になる見込みで

ある。

特性の概要

出穂期及び成熟期はコガネヒカリよりやや晩

く育成地では中生の晩。梓長はコガネヒカリよ

りやや長く中得で草型は中間型である。玄米品

質はみやかおりに優る。香りの強さはみやかお

りと同程度 (表-10)。 いもち病真性抵抗性遺

伝子型はP'α ,葉いもち,穂いもちともにやや

強。自葉枯病抵抗性は弱。障害型耐冷性及び穂

発芽性は中程度。収量性は多収品種であるコガ

ネヒカリとはぼ同程度でみやかおりより明らか

ヤこ優る (表 -9)。

3)長粒香 り米「東北 148号」の育成

「東北 148号Jは,イ ンド型の長粒で,ア ミ

ロース含量が中程度の香 り米品種「 Basmati370」

の玄米特性を, 日本品種に導入することを目標

に,熱帯農業研究センター沖縄支所世代促進研

究室で交配した材料を譲 り受け育成した系統で

ある。

「バスマティ米」は香 りがあり,細長 く光沢

のある米で,炊飯すると粒の長さが自米の 2倍

以上に伸び, さらさらとし, ソフトな舌ざわ り

を持つことなどが高く評価され,普通米の数倍
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表-9 特性の概要 (交配組合せ 東北 125号 ,コガネヒカリ//古 2986,みやかおり/東北 125号)

米
重
＞
粒

ｇ

玄
千
く

伏
度
の一

倒
程
⑩

名

は
名

統
　
種

系

又
品

出穂期 成熟期

01.日 ) 01日 )

得 長 穂 長 穂 数 玄米重

(cm) (cll)(本 /r)(kg/a)

同左標
準対比
(%)

品 質

(1-5)

東北 144号

コガネヒカリ

トヨニシキ

東北 144号

教やかおり

8 15   10  3

8 12    9 29

813   927

8 15   10  3

8 10   925

06

0

03

04

02

77 1

73 9

77 7

75 0

74 3

185

177

175

18 5

183

453

460

413

41

432

55 2    106    20 6    3 3

55 0    106    21 9    2 4

52 1   (10o)   20 8    1 8

表-10 香りに関する調査成績 (昭和62年産米)

注 1)(A)の 評価方法は トヨニシキを 0,(基準東北 144号 )を 5と した0-6の 6段階。
2)(B)の評価方法は基準東北144号を0と して-5-+5。

の価格で流通している。ここの米はピラフ,カ レ

ーなどにすると大変美味しいと言われている。

当場では昭和59年にF8雑種集団を栽培 し,選

抜を行い,60年以降系統の選抜と固定を図った。

平成 2年度に「東北 148号」と命名し,平成 2

年度から関係各県の奨励品種決定調査に配布を

開始した。

特性の概要

出穂期はササニシキより6日 ほど遅 く,成熟

期はササこシキよりやや遅 く,育成地では晩生

である。得長と穂長はササニシキより長 く,穂

数はササニンキより多 く,草型は穂数型である。

綾種で,玄米は長粒で,千粒重はササニシキよ

51 5    121    20 7    3 1

42 6   (100)   21 2    4 5

り小さく,玄米品質はササニシキよりやや劣る。

収量はササニシキの70%程度で,みやかおりよ

りも劣る。いもち病真性抵抗性遺伝子型は不明

で,葉いもち,穂いもちの圃場抵抗性も不明で

ある。耐冷性は弱で,穂発芽性は極難。本系統

で作ったピラフは, ご飯の長さが米粒の 2倍程

度に長く伸び軟らかく,ア ミロース合量が約27

%程度と一般米に比べて高いので粘らないが,

日当たりが良く食味は良好である (表-11)。

(2)有 色 米

有色米
12,■ )と は玄米の果皮に赤褐色や紫色

等の色素を持つ米で,完全に精自すると色素

が取れて自米になる。玄米の果皮に紫色を持つ

系統名又は品種名

溶 出 液 (17%KOH) 試 食 試 験

香そ貿警度 有 意 差 混(ヵ)率 香そ3伊度 有 意 差
東  北  144 号
み  や  か  お  り
ト ヨ ニ シ キ

〈基 準 東 北 144号 )

5 20

4 65

0 00

5 00

無

10

10

10

0 50

0 25

0 00

無
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表―‖ 特性の概要 (交配組合せ :アキヒカリ/Basma● 370)

系統 名

又  は
品種 名

出穂期 成熟期

明 日)明 日)

穂 長 穂 数 玄米重

(cm)"0(kg/a)

品 質

(1-5)

16 1    4 5   27 1

20 2   2 5   18 5

20 9   4 0   18 8

伏

度

の一

倒
程
④

得 長

(cm)

″韻∽
』
量
の

ス
含
＜

摯譴ω
騨
就
∽

食 味

(ピラフ)

東北1襲号

ササニシキ

みやかおり

8 21   10 08

8 14  10 06

8 11    9 25

0     92 6

2 9   82 4

0 2   77 2

19 4   555

18 4   504

18 7   425

31 4    64

48 9   100

37 3    76

9 40    1 3

780   -

804   -

注 は
'多
肥区,昭和63-平 1の平均  2)食味はトヨニシキを 0

紫黒米は,中国やタイなどの東南アジアでは,

「おこわJや「おかゆJに して食べている。

1)紫黒米系統「東北襦 149号Jの育成

紫黒米系統「東北稲 149号Jは,当場におい

て,玄米の色が紫黒色の新用途向きの品種を目

標として育成 l´た系統で, 日本で最初の紫黒米

の改良系統である。熱帯農業研究センター沖縄

支所世代促進研究室より譲り受けた「タツミモ

チ/バ リ島在来紫黒米の Fl」 を母とし,「中部

橋57号,後のココノエモチ」を父とlンて昭和60

年9月 に交配を行い,更に中部襦 57号を母とし

上記のF3系統を父として,昭和62年 3月 に戻 lン

交配を行い,粒色で選抜を加えながら育成 lンた

系統である。平成 2年度から関係各県の奨励品

種決定調査に配布を開始した。

特性の概要

出穂期及び成熟期がヒメノモチとこがねもち

の中間で,育成地では中生の晩。得長はヒメノ

モチよりやや短く,草型は偏穂数型。耐倒伏性

はヒメ′モチより強い。粒着密度はやや疎,中

程度のとが多く生じ,群先色は紫色,脱粒性は

難。襦種で,玄米千粒重はヒメノモチより小さ

く,玄米の粒色は紫黒色である。

いもち病真性抵抗性遺伝子型は不明で,葉い

もち,穂いもちの圃場抵抗性も不明である。耐

冷性は弱で,穂発芽性は極難。収量性はヒメノ

モチの70～ 80%程度である (表 -12)。

品 質

(1-5)

表-12 特性の概要 (交配組合せ:中部橋57号 ,ココノ‐け/3/タツミモち/紫黒X/2/中部襦57号)

米
重
Ｄ

玄
部
くｇ

伏
度
の一

倒
程
⑩

名
は
名

統
　
種

系
又
品

東北嬬 149号

ヒ メ ノ モ チ

こがね もち

出穂期 成熟期

0弓 。日) 0弓 _日)

8 12    9 30

8 09    9 26

8 17   10 00

0 3    82 9

2 0    87 2

20  914

19 7    306

19 8    289

17 7    342

41 6    79

52 9   100

55 2    85

182  35

213  20

193  20

得 長 穂 長 穂 数 玄米重 標準
対比

(m) (ca) 0く /ぽ)(kg/a)(%)

注 多1巴区,平成元年
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紫黒米は表面に少し色素が残る程度に精自し

て利用する 〈表 -13)。 水洗して吸水させる過

程で色素が水に溶けて米を染め,蒸すときれい

な「おこわ (赤飯)」 ができ上がる。「おこわ」

表-13 揚精歩合と胚芽残存歩合及び赤飯の色と食味

注 試食者は古川農業試験場職員

5 おわりに

以上が当場における米消費拡大に役立つ新品

種開発の現状であり,残された改良点あるいは

問題点は次のとおりである。

(1)良食味米「東北 143号」の適地での栽培

と特性の改良

銘柄米ササニシキが市場評価を低下させてい

る原因の中には同一年産米の品質のばらつきが

あげられる。これは単位面積当りの所得が多い

ことから農家が栽培特性を無視して不良条件地

にササニシキの作付けが行われた結果であるこ

とから,当系統が品種として作付けされる場合

には適地での栽培を励行すべきである。また,

当系統は食味と障害型耐冷性では抜群の有利な

形質を備えているが,耐病性 (い もち病)と草

姿 (倒伏)については不十分であるので,この

点の改良が必要である。

(2)同質遺子系統「東北 :Ll-9号」の効

果的な利用方法

栽培は混合栽培による方法が実用的であるが,

は赤紫色を呈し,食味はヒメノモチ並に良好で

ある。精自の程度によって紫黒色から桃赤色ま

でいろいろな段階の「おこわJになる。

生産された米がササニシキとして流通されるこ

との体制等の整備が急がれる。

(3)新用途米の栽培特性 (収量性と耐冷性)

の改良

新用途米は現在育成中の系統もあり,生産者

並びに消費者からの評価を得ていない段階であ

るが,炊飯時の混米用香り米は育種目標に到達

した。しかし,長粒香り米「東北 148号Jと 紫

黒米「東北襦 149号Jは共に収量性と耐冷性及

び耐病性等の向上に向けて改良を図らねばなら

ない。

(4)新用途米の生産団地の育成

新用途米が消費者の食卓あるいは外食産業等

のメニューに組み込まれるためには生産者が自

家消費程度の趣味的栽培の範囲を越えねばなら

ない。このためには商品として流通可能な生産

量を確保するため生産団地の育成が最重要である。

(5)新用途米の利用方法の拡大と用途にあっ

た精米機の開発

米は食物であるから,当然種々の調理方法に

名

は
名

統

　

種

系

又

品

持 精 歩 合 (%)
揚 精 時 間 (秒)
40   60   80   100

胚芽残存歩合α )

掲 精 時 間
40 60 80  100

色

間
の
時

飯

精

赤

潟

40  60  80  100

食 味 (揚精歩合88%)

味  粘り 硬さ 総合

刻 臨 1゛ 号

ヒメ ノ モ チ

こがねもち

α
υ
　
　
　
０
０
　
　
　
″
―

８３

　

“

　

８７

91 2 899 877

922 897 878

928 906 884

０
０
　
　
　
７
１
　
　
　
０
０

29 14 10

39  18  14

45  18  12

濃 濃 適 適 -03 -02 -05 -05

-03  -10  -20  -07

0     0     0     0
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よって消費拡大を図るのであるが,有色米等は   いは調理にあった精米機の開発が必要である。

色素を染料に利用 lン,あ るいは酒等の加工品に    最後にこれらの諸問題が解決された場合にお

自然色を添加した食品への活用を図るべきであ   いても,常に,米の消費拡大にむけて新品種の

る。また,新用途米の形質は大粒,少粒,長粒   開発と栽培面積の拡大方策並びに利用方法の検

等多様であり,ま た,食用あるいは加工用とす   討が必要であろう。

る場合には掲精程度が異なることから形質ある
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